
薬事日報　薬学生新聞

　井上さんは、東京薬科大学薬学部を
卒業後、大学院に進学して修士課程を
修了。都内の大学病院に就職し、７年
間にわたって病院薬剤師として研鑽を

積んできた。幼少期からアメリカで過ごし、異文化
に触れることで世界中の人たちと一緒に働きたいと
夢見ていた井上さんだったが、実際に日本で病院に
勤務し始めると狭い世界を実感。「自分の思い描い
ていた世界と違う」と考え、いまの自分で世界の人
たちと一緒に働く仕事がないかと探したところ、Ｍ
ＳＦに辿り着いた。
　ＭＳＦの参加要件は、薬剤師として２年間の実務
経験。ただ、海外派遣のミッションに出ると薬剤師
は現地で１人体制になる。専門職として１人で判断
して行動できる人材が求められていた。そんな中、
「全て自分で考え、判断し、医師や看護師を説得す
るだけの知識、能力、度胸があるのだろうか」と自

問し続け、決心したのは病院薬剤師としてのキャリ
アが中堅になっていた７年目。「職場に迷惑をかけ
られない」とついに退職を決断し、世界のフィール
ドに飛び出した。
　井上さんがＭＳＦの試験に合格し、海外派遣スタ
ッフとして登録後５カ月して最初のミッションが決
まった。場所はアフリカ大陸南東部のマラウイ共和
国という小さな国だ。ＨＩＶのプロジェクトで、医
師と一緒に診療所を回診して３万５０００人の患者
に抗レトロウイルス薬（ＡＲＶ）を提供する仕事だっ
た。
　マラウイは紛争地ではなく、比較的治安が安定し
ている国で、大量のＡＲＶ薬と医療資材を扱うため
薬剤師向けのミッションと言われていた。マラウイ
の薬局は、ハード面で空調や水回りなどの設備面が
しっかり整っており、医薬品の払い出しルールが決
まっているなど、システム面でもＭＳＦが目指す完

成形とされていた。
　そんな“学ぶための薬局”とされ
ていたマラウイの薬局を管理する
「ファーマシーマネジャー」の役
割を任せられた井上さん。「誰も
がマラウイに派遣されるわけでは
なく、ＭＳＦの目指している薬局
の完成形を見ることができて運が
良かったと思います。その後のミ
ッションに参加して、こういう薬
局を作ればいいんだとビジョンを理解できたことも
良い経験になりました」と話している。

（12ページへ続く）
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　世界中の人たちと一緒に働きた
い！――。国立国際医療研究センタ
ー病院薬剤部の井上理咲子さんは、
非常勤職員として薬剤師の仕事をし
ながら、国際ＮＰＯの国境なき医師
団（ＭＳＦ）の海外派遣スタッフに登
録し、アフリカを中心にフィールド
活動に参加してきた。14歳までアメ
リカで過ごし、幼少期から国際機関
で働きたいという夢を持っていた井
上さん。世界で活躍するためには資
格が必要と考え、興味のあった薬学
の世界に飛び込んだ。薬剤師免許と
いう武器を身につけ、難関と言われ
るＭＳＦの試験を受け、見事に合格。
薬剤師として途上国の医療活動で活
躍してきた。病院薬剤師、ＭＳＦスタッフ、そして主婦という三つの顔を持つ井上さん。薬学
生には「薬剤師とは免許だと思うので、国家試験をゴールと考えず、免許を使ってどんな仕事
ができるのかを常に考えてほしい」と熱いメッセージを送る。 ヒト・
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